
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026.3.15 
シャープ社友会 

チーム神於山 岡森 記 

■活動日：2026 年 3 月 14 日（土） 10：00～15：00 
■参加者：チーム神於山 正会員 1４名 
・今回の活動では、シイタケの榾木の菌コマ打ち、果樹に施肥、竹林整備、巣箱確認等を行いました。 
・菌コマ打ちは終了しました。榾木の置き場を次回以降で作成します。今は仮伏せしてあります。 
・果樹に施肥を行いました。 
・竹林には榾木の置き場用の竹を切り出すため行ったのですが、倒れた竹がたくさんあって、地面にこれまでに切り
倒した竹が散乱していたため、タケノコ堀をしやすくするため竹林の整備も行いました。 

・フクロウが今年も営巣しています。静かに見守りたいと思います。 
ムササビの家族は、巣箱で平和に過ごしているようです。 

■次回の活動 
・次回（3 月 28 日（土））は、榾木の置き場整備と、竹林の間伐整備、巣箱確認を予定しています。 

 

２０26 年 3 月 14 日 チーム神於山 活動報告 

左 3 つ）穴あけ隊 2 チームと、菌コマ打ち隊 2 チームで作業を進めたので午前中に全ての榾木の菌コマ打ちが終了しまし
た。 右）まだ榾木の置き場がないので仮伏せしました。 
榾木の置き場の上にあって日陰を作ってくれていた大木が倒れてしまったので、置き場をどこにするか意見が交錯しました
が、元の一番高い所にあった置き場の左側半分となりました。 

シイタケの菌コマ打ち込み 

電動ドリルとバッテリードリル 2 台で、何度も交代しながら菌コマ用の穴をあけました。 
木の端から 5cm、以降は 15cmおきで最後はまた木の端から 5cmに穴をあけます。この一列を、木の太さに合わせ 3
列 4 列・・と変えながら穴をあけました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 

左）下側の巣箱の上にムササビ。 中）ムササビが巣箱の上と側面にいる。上のムササビは杉の皮？を咥えている。 
右）今年もフクロウが営巣（抱卵）をしています。 

フクロウ・ムササビ 
 

活動お疲れさまでした。 

活動頂いた 14名の皆さん 

 

左 2 つ）倒れて引っかかっていた竹を引き出して切り倒し、地面に散乱していた竹を整理しました。 
右）果樹に施肥を行いました。 

左）長年使用していた焚火用のドラム缶が錆び
て穴だらけでした。バイト先で使われず眠って
いたドラム缶（青）が帰ってきました。 
右）ツバキキンカクチャワンタケが記念樹ゾー
ンの椿の根元に毎年出ると教わりました。 

帰ってきたドラム缶・ツバキキンカク・・・
肥 

竹林整備・果樹の施肥 



 

 

 

 

 

 

 

 

以下は 3 月 14 日の「きしわだ里山まつり 2026」 

左から、竹馬、輪投げ、竹とんぼ、竹馬で遊ぶ子供たち。 

左から、輪投げ、フクロウ・ムササビ展示、輪投げ。 

左から、ロボホンと一緒に体操、大人も真剣に輪投げ、お母さんは竹とんぼの練習中で子供達は竹馬。 

左から、家族で竹馬、竹ランタンのお絵描き、作った竹鉄砲を親子で試射、竹ランタンのお絵描き。 


